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ACM Digital Library 利用ガイド 
 

 

 

１．ACM Digital Library について 

  ACM Digital Library は、国際計算機学会(Association for Computing Machinery、ACM)が出版する刊行

物（Journal、Magazine、Transactions、Proceedings、SIG）の電子版です。さらに The ACM Guide to 

Computing Literature というコンピュータ関連文献データベース（略称 The Guide）が統合され、コン

ピュータ分野の包括的な電子資料として利用できます。 

 

 ＜ 主な特長 ＞ 

 ・The ACM Full-Text Collection 

ACM が刊行する主要定期刊行物 40 誌以上、ACM 会議録および 50 誌以上の SIG(Special Interest Group

会報誌とニュースレターおよび電子書籍を収録しています。タイトルにより創刊号（Journal of the ACM

は 1954 年）まで遡及可能。フルテキストは PDF と HTML で提供（タイトルによって PDF のみ）。各号

の目次と抄録は一般公開されています。 

    ・各タイトルの目次情報、書誌情報、著者抄録、フルテキスト（23 万件以上）。 

    ・各記事に DOI（Digital Objective Identifier）を付与することにより、記事単位での URL リンクが

可能。 

    ・CrossRef に対応（doi からレファレンスリンクが可能）。 

    ・記事の被引用情報を表示。 

    ・記事に Computing Classification System 分類コード（CCS）を付与。 

    ・バックナンバー（タイトルにより創刊号まで可能）は、追加料金なしでアクセスできます。 

    ・記事に統計情報（被引用数、ダウンロード数）を表示。 

    ・検索機能（Simple Search と Advanced Search）。 

           キーワード、論題、著者名、レビュー記事、編集者、ISBN/ISSN、DOI、雑誌名、出版社名、刊

行年、Computing Classification System 分類コード（CCS）。 

    ・過去に発行された冊子体で現在廃刊のタイトルも収録。 

    ・著者プロフィールのページに掲載論文の被引用数、ダウンロード数などを表示。 

    ・機関プロフィール（機関全体での年度別論文数、被引用数、ダウンロード数など）を表示。 

 

 

 ・The ACM Guide to Computing Literature （The Guide） 

コンピュータ分野における刊行物の書誌情報をオンラインで提供する文献データベース。1947 年以降に

刊行された雑誌記事、書籍、会議録、学位論文、テクニカルレポート、RCF から 120 万件以上を収録。

うち約 80％は ACM 以外の刊行物。Web 上でアクセス可能な一部の記事については、フルテキストリン

クが可能です。Digital Library に統合され、出版社別のブラウズや検索によりレコードが表示されます。 

    ・刊行形態（雑誌名、書籍名、会議録、学位論文、レポート、RCF）からブラウズが可能です。 

    ・CCS分類コード、出版社からブラウズが可能です。 

    ・ACM 刊行物以外のレコードについても、ACM 刊行物の記事と同様の形式で表示されます。 

    ・雑誌記事、会議録については、記事によって全文にリンク可能です（但し、その記事のアクセス権

が別途必要です）。 

    ・電子ジャーナル、電子ブック、インターネットブックショップの Web サイトなどオリジナルの入手

のリンクが表示されます。 

    ・収録雑誌については、巻号の目次（Table of Contents）を提供します。 

 ・検索は、ACM 刊行物のみ、The Guide のみに限定可能です。 
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２．アクセス 

  URL: http://dl.acm.org/ 

  アクセスすると、ホームページを表示します。 

 

Digital Library ホームページ 

 

 

３．ACM 刊行物記事の閲覧 

   Browse the ACM Publications:のメニューから Journal/Transactions、Magazines、Proceedings とい

った刊行物を選択します。タイトルが一覧表示されます。 

 

ACM Journals / Transactions 画面 

希望のタイトルをクリックするとそ

のタイトルのホーム画面になります。 

ACM の刊行物はここから

閲覧します。 

全ジャーナルを対象に検索できます。 

詳細な検索はこちらからでき

ます。 

The Guide による

ブラウズ検索を行

います。 
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  タイトルをクリックすると、タイトルのホーム画面を表示します。Current Issue または Archive のリン

クをクリックすると、巻号一覧になります。 

 

Journal of the ACM ホーム画面 

 

   

 Publication Archive のタブメニューをクリックすると、巻号一覧を表示します。 

 

Publication Archive（巻号一覧）画面 

 

 

 

 

雑誌全体の統計情報を表示します。 

Authors、Affiliation をクリックすると、このジャー

ナルでの著者、著者所属機関名を多い順に一覧表示し

ます。 

Publication Archive をクリックすると巻号一覧を表

示します。 

創刊号まで遡及できます。希望の巻号

をクリックすると、記事にアクセスで

きます。 
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  特定の号を選択して、Table of Contents のリンクをクリックすると目次を表示します。 

 

目次画面 

 

 

目次から任意のタイトルをクリックすると、記事の書誌情報ページを表示します。 

 

書誌情報画面（Abstract 表示） 

 

   

 

PDF 全文を表示します。 

Bibliometricsは直近6ヶ月及

び 12 ヶ月のダウンロード数、

被引用数を表示 

タブメニューを切り替えることで、表示する項目を選択

することができます。 

Tools and Resources メニューでは記事

を操作する機能の一覧を表示します。 
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  ★Tools and Resources メニュー 

   記事表示画面右のTools and Resourcesメニューは、記事についての操作に関するリンクを表示します。 

 

 

 

 

  ★Bibliometrics データ 

   ACM Digital Library は、全ての記事に対して Bibliometrics データを付与しています。データは、直

近 6 週間のダウンロード件数、12 ヶ月間のダウンロード数、積算でのダウンロード数、被引用件数とな

ります。その記事がどのくらい利用されているかがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

Buy this Article： 

記事単位での購入の案内 

Recommend the ACM DL to 

your organization: 

自分の所属機関へ推薦する。 

Request Permissions： 

使用に関する許諾の手続き
（Rightslink 経由）。 

TOC Service： 

メールによるアラート（ユーザ
ー登録必要） 

RSS・・RSS での設定 

Save to Binder： 

Binder を見ます（ユーザー登録
を参照） 

Export Formats： 

書誌情報を文献管理ソフト
（BibTeX、EndNote など）へエ
クスポートします。 

Share: 

記事リンクを Email で送った
り、ソーシャルブックマークな
どに登録します。 
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  ★全文（Full Text）の表示 

   書誌情報の表示画面にある Full Text のリンク、PDF 又は Html をクリックすると、別ウィンドウで全

文を表示します。タイトルによっては PDF、EPUB など複数の場合もあります。 

    

 

 

 

 

PDF 全文表示 

 

 

Html 全文表示 

 

 

 

 

図・表などは本文末尾にまとめてあります。そ

れぞれをクリックすると、拡大表示できます。 
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  ★著者プロフィール（Authors）の表示 

   タブメニューから Authors を選択すると、著者情報を表示します。著者のプロフィール及び書誌統計情

報（論文数、被引用数、ダウンロード件数など）を表示します。 

 

 

  ★機関プロフィール 

   記事表示画面の著者属機関名をクリックすると、その機関のプロフィールを表示します。その機関全体 

   の年度別論文数のグラフ、ダウンロード数、被引用数などの統計データを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

著者の論文に関する統計情報データ

を見ることができます。 

タブをクリックすると表示が

切り替わります。 
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  ★参照文献（Reference）の表示とリンク 

Reference タブを選択すると、この記事の Reference を表示します。 アイコンの記事は ACMの刊行

物であることを示します。 

 

 

 

 

 

 

  ★被引用情報（Cited by）の表示とリンク 

   Cited by のタブをクリックすると、この記事を引用している文献を一覧表示します。記事をクリックす

ると The Guide の書誌情報を表示します。そこにある doi（記事に付与される固有の番号）のリンクが

あればそこから、オリジナルの電子コンテンツ（電子ジャーナルの記事など）を表示できます。 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

[doi>10.1137/S0097539796302531] の リ

ンクをクリックすると、オリジナルの電子

コンテンツ記事にリンクします。 

doi のリンクをクリックすると、オリジナ

ルの電子コンテンツにアクセスします。 

オリジナルの電子コンテンツには、別途アクセス権

が必要な場合があります。電子ジャーナルの場合

は、機関購読が必要な場合があります。 
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  ★CCS 分類コード（Index Terms） 

   Index Terms のタブをクリックすると、この記事の主題に対する ACM Computing Classification 

System 分類コード（CCS）を表示します。ACM Digital Library に収録されている記事については、

全てにこの分類コードが付与されています。これにより、その記事の主題分野の分類がわかります。 

    

   

   

  ★出版情報（Publication） 

   Publication のタブを選択すると、書誌データを表示します。 

     

 

 

 

太字の分類がこの記事で関連

度が高いものになります。 

Proceedings（会議録）の場合は、論文の採択

状況をグラフと表で見ることができます。 
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  ★ソースマテリアル（Source Materials） 

   記事によっては、タブメニューに Source Materials というタブがあります。記事に追加ファイルなどが

搭載されている場合はここから情報を見ることができます。追加ファイルは、PDF ファイル、動画、音

声データのファイルなどになります。動画ファイルを開くには別途ビューアソフト（QuickTime Player、

Windows Media Player など）をインストールする必要があります。 

    

 

 

 

  ★評価記事（Reviews） 

   Reviews のタブメニューがアクティブになっている場合は、この記事に対する評価を見ることができま

す。評価は、Computing Reviews（別サービス）からの記事が引用されます。 

   

 

 

 

 

 

 

MPEG のリンクをクリックすると、ビュ

ーアが起動して動画ファイルを開きます。 
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  ★最新の関連記事、用語の説明参照 

  記事表示画面の Recent authors with related interests、Concepts in this article の折りたたまれている部 

  分からその記事の関連する記事や用語の説明を参照することができます。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この機能は IBM の Watson™とのコラボレーションで実現されているものです。 

     

 

 

  

折りたたまれているので、▼をクリックすると

展開します。 
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 ★文献管理ソフト（EndNote など）へエクスポート 

  Tools and Resources のメニューから Export Formats の BibTeX、EndNote、ACM Ref の 3 種類から選

択します。 

    

 

ウィンドウがポップアップしてデータを表示します。 

 

 

 

EndNote にインポート 

右下の download をクリックすると、保存ウィンドウ

が表示されます。「開く」を選択すると、EndNote の

場合は自動的にソフトが起動してライブラリに取り

込まれます。 
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 ★Communications of the ACM（CACM）の Digital Edition 

  Communications of the ACM については、デジタル版の記事を読むことができます。ジャーナルのホー

ム画面にアクセスすると、デジタル版のリンクがあります。 

 

Communications of the ACM(CACM)ホーム画面 

 

 

  デジタル版のリンクをクリックすると、別ウィンドウで、デジタル版で読むことができます。 

 

デジタル版ホーム画面 

 

 

 

 

デジタル版で記事を閲覧したい場合

はここのリンクをクリックします。 
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 デジタル版では、冊子体の広告のページも含めて表紙から裏表紙までデジタル化され、冊子体のようにペー

ジを送って記事を読むことができます。Web サイトの URL やメールアドレスはハイパーリンクになってい

るなどデジタル版ならではの機能もあります。 

 

 

 

 

 

 

interactions デジタル版 

デジタル版は、他のマガジン「netWorker」や

「interactions」にもあります。 

上部の操作メニューでページを

送ったり、拡大・縮小、印刷など

の操作を行います。 
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 ４．記事の検索 

  記事の検索は、The Guide と統合され、Digital Library 搭載記事全体から検索を実行します。検索はどの

画面にも常に表示される簡易検索と条件を細かく設定できる Advanced Search があります。 

 

ホーム画面 

 

 

  ★検索用語（キーワード）の扱いの注意点 

   ・簡易検索の場合は、論題、著者、誌名、抄録、全文、分類、参照文献、レビューテキストの検索項目

を対象に検索します。 

   ・大文字・小文字の区別はしません。 

   ・単純な複数形は自動的に検索します。 

     例：memory → memory、memories を検索 

     例：child  →  child のみ検索。children は検索しない。この場合は＊を使う。 

       datum ↔ data、medium ↔ media、mouse ↔  mice、などは別に検索するので注意。 

・分詞形など語尾変化する単語は自動的に検索 

  例：react → react、reacting、reacted を検索。名詞形の reaction は検索しない 

・ハイフン、スラッシュ、＃などの記号は無視して検索します。 

・ギリシア文字（α、β、γ、δなど）はそのまま検索できます。ただし、置き換え（alpha、beta な 

 ど）を行っている場合もあります。 

   ・ブール演算子（AND、OR、NOT）が利用できます。 

     例： client AND server （演算子は必ず大文字にします） 

   ・語句（フレーズ）を検索する場合は、両端をダブルクオーテーションで囲みます。 

例：”wireless network” （ダブルクオーテーションで囲まないと単語間の OR 検索になります） 

   ・部分一致検索には、ワイルドカード記号（＊）（？）が利用できます。 

     例：culculat* → culculate、culculating、culculator などを検索 

     例：fl??ss → fliess、Fleiss を検索 

     例：*morph →  morphing、polymorphism、isomorphic などを検索 

 

 

 

 

簡易検索のボックスは常に表示されます。 

Advanced Search のリンクをクリックする

と、詳細な検索画面を表示します。 
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   Advanced Search を利用するには、ACM Digital Library トップ画面からリンクをクリックします。 

 

Advanced Search 画面 

 

 

 

  検索を実行すると、検索結果を一覧表示します。 

   
     検索結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

検索の対象を The Guide に拡大、もしくは

ACM 刊行物に限定したい場合は、ここのリ

ンクをクリックします。 

検索の対象を ACM 刊行物か The 

Guide かを選択できます。 

検索項目を指定できます。 

matches all・・・単語すべてを検索 

matches any・・・いずれかの単語を検索 

matches none・・・単語を除外する 

＋をクリックすると、検索の行を増やせます。 

result highlights をクリックすると、検索

語のヒット部分をハイライト表示します。 
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左側にある「Refine by xxx」で検索結果を絞り込むことができます。右側の Sort by で検索結果の並べ替えが

できます。引用件数の多い順、ダウンロード件数の多い順での並べ替えも可能です。 

 

 

 

 例えば、Institutions をクリックすると、検索集合の中で件数の多い著者所属機関を表示します。機関名を

クリックすれば、その検索結果から特定の機関の記事を一覧表示します。 

 

 

 

 

 

 

Citation Count で引用件数の多い順に並べ

替えができます。Downloads で直近 6 週間、

12 ヶ月、全期間でのダウンロード件数の多い

順に並べ替えができます。 

Refine by 

キーワードの他、機関名、著者名、出

版物名、会議名で絞り込めます。該当

の項目をクリックします。 

グラフのプロットにマウスを置くと件数が表示されます。 

検索結果の期間を限定したい場合は、グラフ下のスライド

バーを動かして希望の年に設定できます。 

University of Tokyo をクリックすると、

著者が東京大学所属の記事を表示します。 
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  ★ブラウズ検索 

The ACM Guide to Computing Literature を文献の Type（雑誌記事、図書、会議録、学位論文など）、

出版社、ACM Computing Classification System の項目からブラウズして検索することができます。 

    

   The Guide のデータベースを Literature Type（文献のタイプ）からブラウズ 

 

 

  Literature Type の Books を選択すると、書籍が一覧表示されます。書籍は刊行予定のタイトルも含めて

表示されます。The Guide to Computing Literature に収録の書籍情報がブラウズできます。 

   

 

 

 

 

 

 

書籍 

逐次刊行物 

会議録 

学位論文 

レポート 

RFCs（Request for 

Comments,  Internet 

Engineering Task Force に

よる技術仕様関連文書） 
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学位論文をブラウズすることもできます。論題のアルファベット順に表示されます。特定の論文を選択 

すると、記事表示画面になります。Authors の項目には、指導教官の情報もあります。 

 

学位論文の表示例 

 

 

   ProQuest のアイコンをクリックすると、書誌情報が確認できます。ProQuest Dissertation & Theses

の契約があれば、本文まで入手可能です（ただし、論文によっては本文が提供できないものもあります）。 

 

ProQuest Dissertations & Theses レコード表示 

 

 

 

ProQuest 社 ProQuest Dissertations & 

Theses へリンクしてレコードを表示。（別途

フルテキスト版の契約があれば、全文の入手

が可能です）。 
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★分類コード（CCS）での検索 

 ACM Digital Library の記事には、Index Term として主題分類コード（CCS）が付与されています。CCS

は、ACM Computing Classification System の略で、階層構造になった件名標目になっています。詳しくは、

http://www.acm.org/publications/class-2012 を参照下さい。 

 

CCS2012 年版の Web ページ 

 

 

 

 

CCS 用語を検索する場合は、記事画面の Index タブをクリック、またはホーム画面の Browse by the ACM  

Computing Classification System をクリックして CCS用語の検索ができます。 

主題項目は階層構造になっています。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

full CCS classification tree is also viewable as a flat file のリンクを

クリックすると、階層構造でインデックス語を表示できます。テキス

ト形式や XML 形式でもダウンロードできます。 

人工知能は、Computing Methodologies→Artificial 

Intelligence で探せます。さらに細かい分類分けが確

認できます。 
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 左側の Recent Papers のリンクをクリックすると、その CCS コードでの最新の記事を検索して一覧表示し

ます。 

  

 

 CCS コードで検索するには、Advanced Search から Classification で CCS を指定して検索します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

記事のこの部分が検索の対象になり

ます。 
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 ５．ユーザー登録（Web Account） 

   Web Account は、会員向けのユーザー登録サービスですが、非会員の個人でも無料で登録できます（利

用制限があります）。ユーザー登録を行って Web Account を取得すると、ユーザー名とパスワードでログ

インできます。 

 

   ＜ユーザー登録でできること＞ 

    ・登録したタイトルの目次情報を E-mail で受信できます。 

    ・記事にコメントをつけることができます。 

    ・別途有料でプリント版の記事を申し込めます（記事によって不可のものあり）。 

      ※ACM 非会員のアカウントは My Account および My Binder 機能は利用できません。 

   

  ★登録（Sign Up）手順 

   Digital Libraryホームページ右上の SIGN UPのリンクをクリックします。Sign Inの画面になります。 

   Create a Web account のステップへ進みます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前、パスワード、セキュリティクエスチ

ョンとアンサーを記入します。Username

は自動生成されるので、記入不要です。

Continue ボタンをクリックします。 

メールアドレスを入力して、Continue ボタン

をクリックします。 

SIGN UP のリンクをクリックします。 

Username が生成され、確認用のメール

が送られている旨のメッセージが表示さ

れます。 
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  確認メールの文面にあるリンクをクリックします。クリックすると下記のようなページが表示され、Web 

Account の取得が完了します。 

 

 

  ★目次（Table of Contents）の E-mail アラート登録 

   特定の刊行物の目次配信を希望する場合は、Web Account にログインした後、その刊行物のホームを表

示します。右側にある「Tools and Resources」の TOC Service の Email をクリックします。 

      

 

  確認画面が表示されるので、メールアドレスを確認・修正して Submit をクリックします。ホーム画面に

戻ります。右側の Tools and Resources の TOC Service にはチェックマークが表示されます。 

 

 


